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安 町の極楽寺にある高さ約４メートルの阿弥陀如来坐像が、戦後、広島市で原爆犠牲者を

弔うために原爆ドーム近くのお寺に安置され、その後、行方がわからなくなっていた「広島大

仏」とみられることがわかりました。安 町を終の住み処にされた仏様は、まさに安堵されて

いるご様子でした。将来に渡り、安 町が平和で発展し続けるよう、静かに見守って下さるこ

とでしょう。 （写真　左：田中住職　右：西本町長）

「広島大仏」が安 町の極楽寺に
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皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
町
行
政
の
発
展
推
進
に
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
に
ご
努
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に

対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

最
近
、
各
市
町
村
へ
の
「
地
名
問
い
合
わ
せ
」
事
象
、
企
業
に
よ
る
「
土

地
差
別
調
査
」
事
象
や
、
さ
ら
に
は
近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
中
で
発
せ

ら
れ
た
差
別
発
言
な
ど
が
、
跡
を
絶
つ
こ
と
な
く
惹
起
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
昨
今
は
、「
ケ
イ
タ
イ
」
に
か
か
わ
る
人
権
侵
害
事
象
が
増
加
の
一
途
を
た

ど
り
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
科
学
技
術
の
発
展
は
く
ら
し
を

高
め
る
、
く
ら
し
を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
常
生

活
の
不
安
や
い
じ
め
、
誹
謗
中
傷
に
つ
な
が
る
状
況
が
次
か
ら
次
へ
と
起
こ

っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
目
指
す
と
こ
ろ
が
部
落
差
別
が
な
お
存
在
し
て
い

る
こ
と
を
あ
い
ま
い
に
し
た
「
人
権
」
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ

と
を
し
っ
か
り
も
ち
な
が
ら
、
今
日
増
加
傾
向
に
あ
る
児
童
・
高
齢
者
虐
待
、

Ｄ
Ｖ
、「
障
が
い
者
」
差
別
、
学
校
内
外
で
の
「
い
じ
め
問
題
」
等
々
、
個
人

の
人
権
侵
害
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た

ち
は
こ
う
し
た
差
別
事
件
・
事
象
の
「
背
景
」、「
動
機
」、「
目
的
」
な
ど
を
も

っ
と
も
っ
と
明
ら
か
に
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
一
度
私
た
ち
は
、
人
権
問
題
に
ど
の
よ
う
に
向
き
あ
い
、
自
己
の
意
識

を
ど
う
変
革
し
て
き
た
の
か
を
厳
し
く
問
い
返
し
て
み
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
地
域
社
会
を
見
つ
め
、
人
権
侵
害
の
現
実
を
ふ
ま
え
て
、
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
差
別
の
撤
廃
と
人
権
尊
重
の
地
域
づ
く
り
を
一
層
進
め
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

安

町
に
お
き
ま
し
て
も
、「
安

町
部
落
差
別
の
撤
廃
及
び
人
権
擁
護

に
関
す
る
条
例
」
や
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
侵
害
の
解
消
及
び
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
全
て
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
基

本
的
認
識
の
徹
底
と
人
権
の
確
立
に
対

し
て
様
々
な
啓
発
や
運
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
差
別
落
書
き

を
は
じ
め
と
す
る
い
ろ
い
ろ
な
差
別
が

根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
も
っ
て
い
る「
人
権
」

を
尊
重
し
あ
い
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
な
い

社
会
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
7
月
2
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時

会
場

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー

内
容

式
典
・
講
演
会

講
師

多
民
族
共
生
人
権
教
育

セ
ン
タ
ー
理
事

Ｊ
・
Ａ
・
Ｔ
・
Ｄ
・
に
し
ゃ
ん
た
氏

演
題

「
世
界
か
ら
み
た
、
日
本
人
の

人
権
感
覚
」

差
別
を
な
く
す
町
民
集
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

第
37
回

7月は差別をなくす強調月間です

『きっといる 
　　　あなたを大事に　　　　あなたを大事に 
　　　　　　　　　思う人』　　　　　　　　　　思う人』 

『きっといる 
　　　あなたを大事に　　　　あなたを大事に 
　　　　　　　　　思う人』　　　　　　　　　　思う人』 

『きっといる 
　　　あなたを大事に　　　　あなたを大事に 
　　　　　　　　　思う人』　　　　　　　　　　思う人』 

『きっといる 
　　　あなたを大事に 
　　　　　　　　　思う人』 

安 町長　西本　安博
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●　町　議　会　●

た
、
介
護
給
付
金
課
税
額
は
「
10
万

円
」
か
ら
「
12
万
円
」
に
引
き
上
げ

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
３
月
31
日
専
決

（
平
成
23
年
４
月
１
日
施
行
）

○
安

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
承
認
】

出
産
一
時
金
に
つ
い
て
、
平
成
23

年
３
月
31
日
ま
で
に
暫
定
的
に
「
35

万
円
」
か
ら
「
39
万
円
」
に
引
き
上

げ
て
い
た
措
置
を
、
４
月
１
日
以
降

に
お
い
て
も
恒
久
的
な
制
度
と
な
る

よ
う
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
３
月
31
日
専
決

（
平
成
23
年
４
月
１
日
施
行
）

○
平
成
22
年
度
安

町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
５
号
）

に
つ
い
て

【
承
認
】

補
正
額

０
円

歳
入
歳
出
総
額

３
億
２，

８
１
５
万
４
千
円

主
な
補
正
内
容

償
還
利
子

１
３
４
万
７
千
円

消
耗
品
費

△
１
３
４
万
７
千
円

平
成
23
年
３
月
22
日
専
決

○
安

町
公
告
式
条
例
の
一
部
を
改
正

条
例
改
正

専
決
処
分
・
補
正
予
算

平
成
23
年
５
月
10
日
（
火
）
一
般
選

挙
後
最
初
の
安

町
議
会
臨
時
会
が
開

会
さ
れ
ま
し
た
。
正
副
議
長
の
選
挙
を

は
じ
め
、
各
常
任
委
員
会
委
員
等
の
委

員
選
任
が
行
わ
れ
、
左
記
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、
議
会
議
員

選
出
の
監
査
委
員
の
選
任
同
意
、
専
決

処
分
の
報
告
、
条
例
の
一
部
改
正
、
補

正
予
算
等
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
同

意
・
承
認
・
可
決
さ
れ
、
同
日
閉
会
さ

れ
ま
し
た
。

新
役
職
　
選
出

議
　
長

森も
り

田た

瞳
ひ
と
み

氏

副
議
長

山
岡

や
ま
お
か

敏
さ
と
し

氏

議
会
議
員
選
出

監
査
委
員

松ま
つ

田だ

和か
ず

代よ

氏

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
松
本
　
正
弘

副
委
員
長
　
山
岡
　
　
敏

委
　
　
員
　
森
田
　
　
瞳

委
　
　
員
　
中
本
　
幸
一

委
　
　
員
　
植
田
　
英
和

常
任
委
員
会

第
１
回
安
堵
町
議
会
臨
時
会 
第
１
回
安
堵
町
議
会
臨
時
会 
第
１
回
安
堵
町
議
会
臨
時
会 

す
る
条
例
に
つ
い
て

【
可
決
】

安

町
議
会
傍
聴
人
取
締
規
則
を

安

町
傍
聴
規
則
に
改
正
し
た
こ
と

に
伴
い
、
本
条
例
中
の
「
傍
聴
人
取

締
規
則
」
を
「
傍
聴
規
則
」
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

○
平
成
23
年
度
安

町
一
般
会
計
改
正

補
正
予
算
に
つ
い
て
（
補
正
第
１
号
）

【
可
決
】

補
正
額

１
５
６
万
５
千
円

歳
入
歳
出
総
額

29
億
３，

１
５
６
万
５
千
円

主
な
補
正
内
容

災
害
対
策
用
備
蓄
品１，

５
６
５
千
円

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
被

災
地
に
本
町
の
備
蓄
物
資
（
簡
易
ト
イ

レ
、
排
便
セ
ッ
ト
、
毛
布
）
を
提
供
し

た
こ
と
に
よ
る
補
充
経
費

○
「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
に
向
け
て

第
２
回
安

町
議
会
定
例
会（
６
月
）

か
ら
、
現
行
の
お
知
ら
せ
に
加
え
て
、

一
般
質
問
の
要
旨
等
議
会
の
情
報
を
広

報
誌
に
盛
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

編
集
委
員

森
田
　
瞳
（
議
長
・
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
）

山
岡
　
敏
（
副
議
長
・
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
）

淺
野
　
勉
（
文
教
厚
生
常
任
委
員
）

島
田
　
正
芳
（
文
教
厚
生
常
任
委
員
）

補
正
予
算

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
田
中
　
幹
男

副
委
員
長
　
松
田
　
和
代

委
　
　
員
　
福
井
　
保
夫

委
　
　
員
　
島
田
　
正
芳

委
　
　
員
　
淺
野
　
　
勉

委
員
長
　
福
井
　
保
夫

副
委
員
長
　
中
本
　
幸
一

委
　
　
員
　
山
岡
　
　
敏

委
　
　
員
　
田
中
　
幹
男

委
　
　
員
　
松
田
　
和
代

委
　
　
員
　
植
田
　
英
和

○
安

町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
【
同
意
】

議
会
議
員
選
出
の
監
査
委
員
に
松

田
和
代
議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
安

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て【

承
認
】

国
民
健
康
保
険
基
礎
課
税
額
の
上

限
が
「
50
万
円
」
か
ら
「
51
万
円
」

に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

の
上
限
が
「
13
万
円
」
か
ら
「
14
万

円
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

専
決
処
分
・
条
例
改
正

人
事
案
件

議
会
運
営
委
員
会
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●　お知らせ ●

支
で
は
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
22
年
度

ま
で
６
年
連
続
で
赤
字
と
な
る
な
ど
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
す
が
、
被

保
険
者
の
み
な
さ
ま
に
納
め
て
頂
く
保

険
税
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
度
に
お
い

て
は
、
賦
課
限
度
額
（
医
療
分
・
支
援

分
）
の
引
き
上
げ
の
み
見
直
し
を
行
い
、

全
体
的
な
税
率
の
引
き
上
げ
は
、
行
い

ま
せ
ん
。

被
保
険
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
健
全

な
国
保
運
営
を
図
れ
ま
す
よ
う
に
、
保

険
税
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。８

月
１
日
か
ら
新
し
い
医
療
受
給
資

格
証
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
医
療
受
給
資

格
証
（
心
身
障
害
者
医
療
・
母
子
医
療
）

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

☆
該
当
さ
れ
る
方
に
は
事
前
に
通
知

（
７
月
下
旬
予
定
）い
た
し
ま
す
の
で
、

必
ず
更
新
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

【
医
療
分
】
す
べ
て
の
方

①
所
得
割
額
（
各
被
保
険
者
の
所
得
に

応
じ
て
計
算
）

（
平
成
22
年
中
の
総
所
得
金
額
－
基

礎
控
除
額
33
万
円
）
×
７
％

②
資
産
割
額
（
各
被
保
険
者
の
固
定
資

産
税
額
に
応
じ
て
計
算
）

平
成
23
年
度
の
固
定
資
産
税
額
×
24
％

③
均
等
割
額
（
加
入
者
数
に
応
じ
て
計
算
）

加
入
者
数
×
２
１，

０
０
０
円

④
平
等
割
額
（
１
世
帯
に
つ
き
計
算
）

１
世
帯
当
た
り
　
２
３，

０
０
０
円

保
険
税
（
医
療
分
）
＝
①
＋
②
＋

③
＋
④
（
課
税
限
度
額
は
51
万
円
）

【
支
援
分
】
す
べ
て
の
方

⑤
所
得
割
額
（
各
被
保
険
者
の
所
得
に

応
じ
て
計
算
）

（
平
成
22
年
中
の
総
所
得
金
額
－
基

礎
控
除
額
33
万
円
）
×
２
％

⑥
資
産
割
額
（
各
被
保
険
者
の
固
定
資

産
税
額
に
応
じ
て
計
算
）

平
成
23
年
度
の
固
定
資
産
税
額
×
６
％

⑦
均
等
割
額
（
加
入
者
数
に
応
じ
て
計
算
）

加
入
者
数
×
６，

０
０
０
円

⑧
平
等
割
額
（
１
世
帯
に
つ
き
計
算
）

１
世
帯
当
た
り
　
７，

０
０
０
円

保
険
税
（
支
援
分
）
＝
⑤
＋
⑥
＋

⑦
＋
⑧
（
課
税
限
度
額
は
14
万
円
）

【
介
護
分
】
40
歳
か
ら
64
歳
の
方

⑨
所
得
割
額
（
各
被
保
険
者
の
所
得
に

応
じ
て
計
算
）

（
平
成
22
年
中
の
総
所
得
金
額
－
基

礎
控
除
額
33
万
円
）
×
１
％

⑩
資
産
割
額
（
各
被
保
険
者
の
固
定
資

産
税
額
に
応
じ
て
計
算
）

平
成
23
年
度
の
固
定
資
産
税
額
×
５
％

⑪
均
等
割
額
（
加
入
者
数
に
応
じ
て
計
算
）

加
入
者
数
×
６，

０
０
０
円

⑫
平
等
割
額
（
１
世
帯
に
つ
き
計
算
）

１
世
帯
当
た
り
　
４，

０
０
０
円

保
険
税
（
介
護
分
）
＝
⑨
＋
⑩
＋

⑪
＋
⑫
（
課
税
限
度
額
は
12
万
円
）

【
合
計
保
険
税
額
】
医
療
分
と
支
援
分
と

介
護
分
の
合
計
に
な
り
ま
す

（
①
＋
②
＋
③
＋
④
＋
⑤
＋
⑥
＋

⑦
＋
⑧
＋
⑨
＋
⑩
＋
⑪
＋
⑫
）

◎
平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通

知
書
は
、
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

安

町
の
国
民
健
康
保
険
財
政
は
、

医
療
費
の
急
激
な
伸
び
に
国
保
税
収
が

追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
単
年
度
収

﹇
更
新
期
限
﹈：

平
成
23
年
８
月
末
日
ま

で
﹇
持
物
﹈：

更
新
の
通
知
書
（
同
封
の
申

請
書
）
健
康
保
険
証
・
印
か
ん
・
旧
の
医

療
受
給
資
格
証

〔
お
問
合
せ
〕
役
場
住
民
課

②
番
の
窓
口

1
57
―
１
５
１
１
　
内
線
（
２
２
３
）

国
民
健
康
保
険
税
は
、
こ

の
よ
う
に
計
算
さ
れ
ま
す

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
に
つ
い
て

23
年
度
福
祉
医
療
証（
心

身
障
害
者
医
療
・
母
子
医

療
）
更
新
の
お
知
ら
せ

（注１）☆本人所得・扶養者（健康保険の被扶養者含む）所得に制限があります。
転入等で申請がまだの方は、お問い合わせください。

制　度　名 対　　象　　者 助 成 の 範 囲

１歳以上の方で身体障害者手帳１級か 医療保険の自己負担額から
心身障害者医療

ら２級または、療育手帳Ａの方（注１） ○通院については、１医

療機関につき月500円
配偶者のない男子・女子で18歳未満の ○入院については、１医　

ひとり親家庭 児童を養育している方とその児童 療機関500円（14日以
等医療 （＊＊母子医療の名称がひとり親家庭等 上になると1 ,000円）

医療に変わります。）（注１） を除いた額を助成
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世
帯
主
と
被
保
険
者
全
員
の
所
得
金

額
の
合
計
に
応
じ
て
保
険
料
の
均
等
割

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

９
割
軽
減
【
33
万
円
】
以
下
の
世
帯

（
被
保
険
者
全
員
の
年
金
収
入
が
80
万

円
以
下
の
世
帯
、
そ
の
他
各
種
所
得

が
な
い
）
で
他
の
所
得
が
な
い
※
世

帯
８．
５
割
軽
減
【
33
万
円
】
以
下
の
世
帯

５
割
軽
減
【
33
万
円
＋
２
４．
５
万
円
×

被
保
険
者
数
（
被
保
険
者
で
あ
る
世

帯
主
を
除
く
）】
以
下
の
世
帯

２
割
軽
減
【
33
万
円
＋
35
万
円
×
被
保

険
者
数
】
以
下
の
世
帯

※
世
帯
主
が
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
軽

減
判
定
時
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

均
等
割
額
が
９
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

（
所
得
割
負
担
な
し
）

◇
年
金
収
入
が
１
５
３
万
円
以
上
２
１

１
万
円
以
下
の
方

所
得
割
が
５
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

（
給
与
収
入
等
が
あ
る
場
合
で
も
、

控
除
後
の
所
得
が
91
万
円
で
あ
る
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。）

◎
税
法
上
の
申
告
義
務
が
な
い
方
（
障

害
年
金
、
遺
族
年
金
等
受
給
者
や
被

扶
養
者
及
び
所
得
の
な
い
方
）
で
あ

っ
て
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

及
び
高
額
療
養
費
の
負
担
区
分
の
軽

を
原
則
と
し
、
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
決
定
し
、
奈
良
県
の
医

療
給
付
費
に
応
じ
て
、
法
律
で
２
年
ご

と
に
改
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
保
険
料
は
、
被
保
険
者
個
人
単
位
で

算
定
し
、
賦
課
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が
負
担

す
る
「
均
等
割
額
」
と
被
保
険
者
の
所

得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」

【（
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
ー
基
礎
控

除
額
33
万
円
）
×
所
得
割
率
】
が
あ
り
、

そ
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
賦
課
限
度
額
は
50
万
円
で
す
。

保
険
料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

特
定
健
康
診
査
返
信
は
が
き
に
「
第

一
希
望
日
８
月
２
日
11
時
か
ら
」
と
ご

記
入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
お
名
前

を
記
入
さ
れ
て
い
な
い
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
。
健
診
日
の
ご
案
内
を
送
付
で
き

な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
返

信
は
が
き
を
返
送
し
た
の
に
、
健
診
日

の
通
知
と
問
診
票
が
お
手
元
に
届
い
て

い
な
い
方
は
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
住
民
課
　
57
―
１
５
１
１

（
内
線
　
２
２
２
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
め
方

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
高
齢
者

だ
け
で
は
な
く
国
民
す
べ
て
で
支
え
る

と
い
う
基
本
の
も
と
、
高
齢
者
の
皆
さ

ま
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
国
・
県
・
市
町
村
が
公

費
で
約
５
割
負
担
し
、
現
役
世
代
か
ら

も
約
４
割
の
支
援
を
受
け
、
高
齢
者
の

皆
さ
ま
に
保
険
料
と
し
て
約
１
割
の
負

担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
よ
り
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。

●
保
険
料
率
は
、
奈
良
県
内
で
は
均
一

減
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
「
所
得

申
告
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
納
め
方

保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
ま
す
（
特
別
徴
収
）。

た
だ
し
、
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未

満
の
方
や
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
合
算
額
が
年
金
受
給
額

の
２
分
の
１
を
超
え
る
方
は
、
納
付
書

や
口
座
振
替
等
に
よ
り
安

町
へ
個
別

に
納
め
ま
す
（
普
通
徴
収
）。

◎
安

町
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
さ
れ
た
当
初
は
、
み
な
さ
ん
普

通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
更
新
の

お
知
ら
せ

現
在
お
使
い
の
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
23
年

７
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
７
月
下

旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
簡
易
書
留

郵
便
で
お
送
り
し
交
付
し
ま
す
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
の
更
新
の
お
知
ら
せ

有
効
期
限
が
平
成
23
年
７
月
31
日
ま

で
の
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の

方
で
、
平
成
23
年
８
月
１
日
以
降
も
引

き
続
き
非
課
税
（
低
所
得
者
１
ま
た
は

低
所
得
者
２
）
と
な
る
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
更
新
の
手
続
き
が
不
要
と
な
り

ま
す
。
８
月
に
新
し
い
限
度
額
適
用
・

後期高齢者医療の保険料率は以下のとおりです。
（（法律により2年ごとに保険料率が改定されます））

平
成
23
年
度
特
定
健
康
診

査
返
信
は
が
き
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
の

お
知
ら
せ

平成20・21年度

e
均等割額
39,900円

所得割率
7.5％

（旧）

平成22・23年度

均等割額
40,800円

所得割率
7.7％

（新）
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標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
自
動
で
郵

送
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
非
課
税
の
方
に
つ
き
ま

し
て
は
８
月
以
降
申
請
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

所
得
区
分
と
負
担
割
合
の
基
準

自
己
負
担
割
合
や
入
院
時
な
ど
の
自

己
負
担
限
度
額
は
、
所
得
区
分
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
所
得
区
分
の
判
定
基
準

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
平
成

23
年
８
月
か
ら
平
成
24
年
７
月
ま
で
は
、

平
成
22
年
中
の
所
得
及
び
収
入
で
判
定

し
ま
す
。

（
年
金
の
所
得
は
控
除
額
を
80
万
円

と
し
て
計
算
し
ま
す
。）

●
申
請
に
よ
り
、
３
割
負
担
か
ら
１
割

負
担
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以

上
で
あ
っ
て
も
、
次
の
場
合
に
は
申

請
に
よ
り
１
割
負
担
（
一
般
）
と
な

り
ま
す
。

◇
世
帯
に
被
保
険
者
が
２
人
以
上
い
る

場
合
は
、
被
保
険
者
の
収
入
金
額
合

計
が
５
２
０
万
円
未
満
の
場
合

◇
世
帯
に
被
保
険
者
が
１
人
の
場
合
は
、

収
入
金
額
３
８
３
万
円
未
満
、
ま
た

は
収
入
金
額
３
８
３
万
円
以
上
で
も

世
帯
内
の
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方

と
の
収
入
金
額
合
計
が
５
２
０
万
円

未
満
の
場
合

「
お
か
え
り
」

過
ち
を
犯
し
、
刑

を
終
え
て
地
域
に
帰
っ
て
き
た
人
に
あ

な
た
は
笑
顔
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
。
あ
な
た
の
こ
の
一
言
で
、
勇
気

を
持
っ
て
社
会
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
せ
る
人
が
い
ま
す
。
新
し
い
道
の
り

に
は
、
そ
ん
な
あ
な
た
の
暖
か
い
支
え

が
必
要
で
す
。

更
正
保
護
と
は
国
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
で
み
ん
な
が

犯
罪
を
予
防
し
、
ま
た
、
過
ち
を
犯
し

て
し
ま
っ
た
人
の
再
出
発
を
手
助
け
し

て
い
く
活
動
で
す
。

何
も
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
に
は
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

で
立
ち
直
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

家
族
や
地
域
に
住
む
人
と
の
絆
を
強

め
、
交
流
を
持
つ
こ
と
も
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
の
大
切
な
役
割
の
一

つ
で
す
。

犯
罪
や
非
行
は
地
域
社
会
で
起
こ
り
、

そ
し
て
過
ち
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
が

帰
っ
て
く
る
と
こ
ろ
も
地
域
社
会
で
す
。

犯
罪
や
非
行
を
い
か
に
防
ぎ
、
ま
た
、

過
ち
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
決
意
し
た
人

を
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
る
の
か
、「
更

正
保
護
」
は
更
正
を
目
指
す
本
人
の
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
暮
ら
す
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
課
題
で
も
あ
る
こ

と
を
地
域
の
み
ん
な
で
認
識
し
ま
し
ょ

う
。

安

町
保
護
司
会

安

町
更
正
保
護
女
性
会

相
談
日

7
月
11
日
（
月
）

時
　
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
　
所

役
場
３
階
会
議
室

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

7
月
人
権
、行
政
相
談
日

毎

　
毎週日曜 朝９時より
安 中学校南側

■主催：ほっと安 朝市実行委員会
■お問い合せ：役場産業建設課　157－1511
毎月第１日曜日　先着100名様に花の苗などを無料配布しています。

（農地・水・環境保全対策事業への取組）

安心・安全な町内の朝取り野菜を安価でご提供します

雨天でも開催
しています

売り切れ
次第閉店させ
て頂きます

7
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

所得区分と負担割合の基準
所得区分 負担割合 判　定　基　準

世帯に、住民税の課税所得金額が、145万円
現役並み所得者 ３　割

以上の後期高齢者医療被保険者がいる場合

現役並み所得者、低所得者２・１のいずれ
一　　　　　般 １　割

にもあてはまらない場合

低 所 得 者 ２ １　割 世帯全員が住民税非課税の場合

世帯全員が住民税非課税で、その世帯の

低 所 得 者 １ １　割 各所得が必要経費・控除を差し引いたとき、

０円となる場合
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〜
安

町
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断

支
援
事
業
の
ご
案
内
〜

安

町
で
は
、
大
規
模
地
震
の
発
生

に
備
え
た
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
第
一

歩
と
し
て
、
既
存
木
造
住
宅
に
対
し
て
、

耐
震
補
強
な
ど
の
必
要
性
の
判
定
を
目

的
と
す
る
、
一
般
診
断
法
に
よ
る
「
耐

震
診
断
」
に
か
か
る
費
用
を
助
成
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
助
成
の
対
象
と
な
る
住
宅
（
次
の
す

べ
て
を
満
た
す
も
の
）

○
町
内
の
木
造
住
宅
・
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
で
現

在
住
宅
に
使
用
し
て
い
る
一
戸
建
て

又
は
長
屋
及
び
共
同
住
宅

○
延
べ
床
面
積
が
２
５
０
㎡
以
下
で
、

か
つ
地
階
を
除
く
階
数
が
２
以
下
の

も
の

○
木
造
在
来
軸
組
工
法
（
土
台
、
柱
、

梁
、
筋
か
い
な
ど
で
軸
組
を
形
成
す

る
も
の
）
の
建
築
物

■
診
断
方
法

一
般
診
断
（
※
原
則
と
し
て
目
視
に

よ
る
調
査
方
法
で
す
。）

■
耐
震
診
断
員
の
派
遣

助
成
が
決
定
し
た
方
に
は
町
か
ら
診

断
員
（
建
築
士
）
を
派
遣
し
ま
す
。

■
助
成
金
額

一
つ
の
対
象
住
宅
に
つ
き
町
は
４
万

５
千
円
を
助
成
し
ま
す
。（
個
人
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

■
募
集
件
数

10
件
（
※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。）

■
受
付
期
間

７
月
１
日
（
金
）
〜
７
月
29
日
（
金
）

（
※
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

但
し
、
７
月
末
ま
で
に
10
件
を
満
た

さ
な
い
場
合
は
、
先
着
順
で
12
月
28

日
ま
で
受
付
け
し
ま
す
。

■
ご
注
意
事
項

○
申
込
み
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事
業
対
象
と

な
る
か
確
認
し
て
か
ら
の
受
付
け
と

な
り
ま
す
。

○
直
接
業
者
に
耐
震
診
断
を
頼
ま
れ
た

人
は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

産
業
建
設
課

1
57
―
１
５
１
９

耐
震
診
断
を
受
け
て
み
ま

せ
ん
か
？

★
安
堵
町
内
で

空
き
巣
ね
ら
い
が
発
生

■
空
き
巣
ね
ら
い
事
件

・
「
空
き
巣
」
と
は
昼
夜
に
関
係
な
く

留
守
中
の
住
居
に
、
鍵
の
か
か
っ
て

い
な
い
箇
所
や
窓
ガ
ラ
ス
等
を
割
っ

て
屋
内
に
侵
入
し
、
金
品
を
盗
み
出

す
泥
棒
の
こ
と
で
す
。
ち
な
み
に
、

深
夜
、
家
人
が
寝
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
屋
内
に
侵
入
す
る
泥
棒
の

こ
と
を
「
忍
び
込
み
」
と
言
っ
て
区

別
し
て
い
ま
す
。
今
年
に
入
っ
て
、

こ
う
し
た
侵
入
窃
盗
は
、
１
件
も
発

生
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
５
月
初

め
に
小
泉
苑
団
地
内
で
、
空
き
巣
ね

ら
い
が
１
件
発
生
し
ま
し
た
。

■
発
生
し
た
空
き
巣
ね
ら
い
犯
人
の

手
口

・
裏
側
リ
ビ
ン
グ
の
窓
ガ
ラ
ス
を
割
っ

て
侵
入
。

・
徒
歩
で
や
っ
て
来
て
、
土
足
の
ま
ま

侵
入
。

・
裏
に
民
家
等
が
無
い
団
地
の
端
に
立

地
し
て
い
る
一
般
民
家
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
て
侵
入
。

・
侵
入
し
た
居
間
や
台
所
を
物
色
す
る

前
に
別
の
部
屋
の
施
錠
を
開
け
て
、

逃
走
口
を
確
保
し
て
い
る
。

■
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

・
犯
人
は
ま
ず
、
鍵
の
か
か
っ
て
い
な

い
箇
所
を
探
す
こ
と
か
ら
、
居
間
、

台
所
、
風
呂
場
等
の
窓
の
施
錠
は
確

実
に
し
て
、
木
戸
や
雨
戸
が
あ
れ
ば

そ
れ
ら
を
確
実
に
施
す
。

・
木
戸
や
雨
戸
が
な
い
箇
所
は
二
重
ロ

ッ
ク
を
施
す
。

・
音
の
出
る
人
感
セ
ン
サ
ー
等
に
よ
り
、

屋
内
に
入
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
自
分
の
家
は
大
丈
夫
と
い
う
油
断
は

禁
物
で
あ
り
、
日
頃
か
ら
問
題
意
識

を
持
っ
て
、
十
分
に
注
意
し
て
お
く
。

安

駐
在
所

1
・
FAX
57
―
２
６
０
３

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り 

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り 

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
全
・
安
心
の
街

通
報
先
　
緊
急
の
場
合
は
１
１
０
番

奈
良
県
警
察
本
部

1
０
７
４
２
―
23
―
０
１
１
０

西
和
警
察
署

1
０
７
４
５
―
72
―
０
１
１
０

安

駐
在
所

1
０
７
４
３
―
57
―
２
６
０
３

《
お
知
ら
せ
》

極
楽
寺
に
て
、
平
成
23
年
８
月
６
日

午
前
８
時
15
分
に
広
島
の
原
爆
及
び
東

日
本
大
震
災
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
皆
様

へ
の
追
悼
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

住
民
の
皆
様
も
多
数
ご
参
列
下
さ
い
。

ま
た
、
同
日
夕
方
に
安
燈
会
（
祈
り
の

あ
か
り
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
８
月
号
で
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。



《
試
験
区
分
》
大
学
卒
程
度
、
短
大
卒

程
度
、
高
校
卒
程
度

事
務
職
、
技
術
職
（
土
木
技
師
）

《
採
用
予
定
人
数
》

各
職
若
干
名

《
受
験
資
格
》
・
事
務
職
　
昭
和
56
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人

・
技
術
職
　
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
、
土
木
施
工
管
理
技
士
２
級

以
上
の
資
格
を
有
す
る
人
又
は
採
用

日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見
込
み
の
人

《
第
１
次
試
験
》

教
養
試
験
、
論
文

試
験
、
適
性
検
査
、
事
務
能
力
検
査

9
月
18
日
（
日
）

《
第
２
次
試
験
》

口
述
試
験
　
10
月

下
旬
の
予
定
（
日
時
等
は
第
１
次
試

験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。）

《
書
類
配
布
及
び
申
込
受
付
期
間
》

８
月
１
日
（
月
）
〜
８
月
19
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
た
だ
し
、

土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
除
く
。）

※
採
用
試
験
案
内
及
び
申
込
書
を
郵
送

で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
面

に
「
採
用
試
験
案
内
請
求
」
と
朱
書

き
し
、
返
信
用
切
手
（
１
２
０
円
分
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

《
採
用
予
定
日
》
平
成
24
年
４
月
１
日

《
お
問
い
合
せ
・
採
用
試
験
案
内
請
求
先
》

６
３
９
―
１
０
９
５

生
駒
郡
安

町
大
字
東
安

９
５
８

安

町
役
場
　
総
務
課

1
57
―
１
５
１
１
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安

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

介護保険は、社会全体で介護の負担を支え合う制度です。保険料は、みなさんが安心してサービスを利用
するための大切な財源となりますので、納付にご協力をお願いいたします。
（介護保険料　納入通知書については７月中旬に送付します。）

平成21年度から平成23年度までの65歳以上の方（第１号被保険者）の保険料額　【基準月額　4,300円】

100円未満は切り捨て

◆口座振替をご利用の方へ
振替ごとに領収書は送付しません。納付（振替済

み）の確認は、年１回送付する口座振替済通知書ま
たは通帳等でご確認をお願いします。
介護保険料の納め忘れにご注意ください
○１年以上滞納すると
介護費用をいったん全額負担しなければサービス
が受けられないようになります。（申請により後か
ら介護保険給付分（９割）が戻ってきます。）

○１年半以上滞納すると
一時的に給付の一部または全部を差し止められます。
○２年以上の滞納があると
サービスを利用する時に、未納期間に応じて自己
負担が１割から３割に引き上げられたり、高額介
護サービス費が受けられなくなります。
お問い合せ
健康福祉課（福祉保健センター内）
157－1590 ＦＡＸ57－1592

介 護 保 険 料 の ご 案 内

基準額（年額） ＝
安堵町で必要な介護
サービス費の総額 ×

65歳以上の方の
負担分（20％） ÷

安堵町にお住まいの
65歳以上の方の人数

段　　階 対　　　　　象　　　　　者 保険料（年額）
・生活保護を受けている人 25,800円

第1段階
・世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金を受けている人 基準額×0.5
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税 25,800円

第2段階
年金収入額が80万円以下の人 基準額×0.5

38,700円
第3段階 世帯全員が住民税非課税で、第2段階以外の人

基準額×0.75
世帯の誰かに住民税が課税されていて、前年の合計所得 46,400円

第4段階
金額＋課税年金収入額が80万円以下の人 基準額×0.9

51,600円
第5段階 世帯の誰かに住民税が課税されていて、第4段階以外の人

基準額
64,500円

第6段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円未満の人
基準額×1.25
77,400円

第7段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上の人
基準額×1.5



安

町
書
芸
展
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
多
数
ご
出
品
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

期
間

７
月
21
日
（
木
）
〜
７
月
24
日

（
日
）

場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
展
示
ホ
ー
ル

出
品
資
格

町
在
住
及
び
在
勤
の
方

出
品
点
数

１
人
３
点
以
内

大
き
さ

自
由

題
　
材

自
由

申
込
・
搬
入
期
間

７
月
14
日
（
木
）
〜
７
月
17
日
（
日
）

搬
入
場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

作
品
搬
出

７
月
25
日
（
月
）
よ
り

そ
の
他

出
品
料
は
無
料
で
す
。
出
品
作
品
に

つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を
い
た
し
ま

す
が
万
一
破
損
・
汚
損
の
場
合
は
責

任
を
お
い
か
ね
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ

め
御
了
承
願
い
ま
す
。

お
問
い
合
せ

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

1
57
―
２
２
８
１

平
成
23
年
７
月
１
日（
金
）・
15
日（
金
）

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
会
議
室
３

に
て

平
成
23
年
７
月
22
日（
金
）・
29
日（
金
）

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
３
Ｆ
に
て

各
日
　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

ベ
ビ
マ
マ
サ
ロ
ン
で
は
、
小
さ
な
お

子
様
と
マ
マ
達
が
楽
し
く
リ
ラ
ッ
ク
ス

出
来
る
場
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
同
世
代

の
子
ど
も
達
と
遊
ば
せ
た
い
、
新
し
い

マ
マ
友
達
が
欲
し
い
な
ど
、
気
軽
に
遊

び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
第
一
金
曜

日
は
十
一
時
頃
か
ら
絵
本
読
み
聞
か
せ

（
紙
芝
居
な
ど
も
あ
り
）
の
時
間
を
設
け

て
い
ま
す
。
絵
本
が
大
好
き
な
子
ど
も

と
マ
マ
達
も
集
ま
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
前
半
は
こ
れ
ま
で
通
り
、
お
も
ち

ゃ
で
自
由
に
遊
ぶ
時
間
で
す
。
尚
、
日

時
に
よ
っ
て
場
所
が
異
な
り
ま
す
が
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

就
学
前
の
お
子
様
な
ら
年
齢
制
限
は

特
に
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
13
日
（
水
）

10
時
〜
11
時
30
分

場
所
　
ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
３
Ｆ
研
修
室

「
お
母
さ
ん
が
い
き
い
き
生
き
る
っ

て
ど
う
い
う
こ
と
？
」
人
と
し
て
、
女

性
と
し
て
、
妻
と
し
て
、
母
と
し
て
。

昨
年
11
月
か
ら
４
月

ま
で
の
半
年
間
で
延
べ

１
２
０
件
以
上
の
ご
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ひ
と
り
で
寂
し
い
」

や
「
職
場
の
人
間
関
係
」「
家
族
に
つ
い

て
」「
子
育
て
に
つ
い
て
」
な
ど
で
す
。

皆
さ
ん
、
帰
ら
れ
る
と
き
は
晴
れ
晴
れ

と
し
た
顔
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
ん
ど

く
な
る
前
に
、「
心
の
相
談
室
」
に
ま
ず

お
電
話
を
。

1
56
―
８
０
０
３
　
９
時
〜
17
時

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

地
デ
ジ
移
行
へ
の
ご
準
備
が
ま
だ
の

方
や
、
既
に
対
応
し
た
が
、「
お
や
？
」

と
感
じ
た
方
に
「
受
信
相
談
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

開
催
場
所
安

町
役
場
（
庁
舎
ロ
ビ
ー
）

開
催
時
間

①
午
前
10
時
〜
12
時

②
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

開
催
日

７
月
４
日（
月
）・
11
日（
月
）

20
日
（
水
）
・
25
日
（
月
）

※
相
談
は
無
料
、
事
前
申
込
み
不
要
。

主
催：

奈
良
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
愛
称：

デ
ジ
サ
ポ
）

1
０
７
４
２
―
90
―
２
２
２
２

平
日：

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝：

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

み
な
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し

く
元
気
な
暮
ら
し
を
送
る
た
め
に
、
元

気
を
応
援
す
る
教
室
で
す
。

あ
な
た
の
体
力
に
応
じ
た
運
動
、
家

庭
で
続
け
る
体
操
を
楽
し
く
実
践
。

多
数
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

開
催
日

８
月
９
日
（
火
）
８
月
16
日
（
火
）

８
月
23
日
（
火
）
８
月
30
日
（
火
）

９
月
５
日
（
月
）
９
月
13
日
（
火
）

９
月
26
日
（
月
）
10
月
４
日
（
火
）

【
全
８
回
】

時
　
間

午
前
10
時
〜
12
時

場
　
所

安

町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

運
動
指
導
室

対
象
者

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

参
加
費

全
８
回
で
　
１，

０
０
０
円

申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ

安

町
社
会
福
祉
協
議
会

1
57
―
２
５
２
３

FAX
57
―
５
０
２
２
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「
地
デ
ジ
移
行
」
に

関
す
る
受
信
相
談
会

子
ど
も
が
伸
び
る

子
育
て
サ
ロ
ン

「
夢
い
き
い
き
教
室
」

受
講
生
募
集

安

町
心
の
相
談
室

安

町
書
芸
展
作
品
募
集

ベ
ビ
マ
マ
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ
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て
い
か
か
ず
ら

ペ
ッ
ト
の
介
護

介
護
と
い
う
と
、
病
人
や
老
齢
者
の

介
護
を
思
い
浮
か
べ
る
。
介
護
に
疲
れ

果
て
る
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
老
老
介

護
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
る
。
▼
し
か
し
、

最
近
は
、
ペ
ッ
ト
の
介
護
で
く
た
く
た

に
な
る
人
が
増
え
て
い
る
と
聞
い
て
、

少
し
驚
い
て
い
る
。
お
む
つ
を
し
た
犬

や
往
診
で
点
滴
を
受
け
る
猫
な
ど
も
い

る
と
聞
い
て
妙
な
感
じ
を
受
け
る
。
▼

雨
合
羽
を
着
せ
ら
れ
た
犬
の
散
歩
の
姿

を
時
々
見
受
け
る
が
、
そ
の
延
長
線
上

に
ペ
ッ
ト
の
介
護
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

▼
ス
プ
ー
ン
で
食
事
さ
せ
た
り
、
定
時

に
薬
を
飲
ま
せ
た
り
、
体
を
拭
い
た
り
、

体
位
を
変
え
る
、
お
む
つ
を
替
え
る
等

が
、
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
疲
れ
果
て

る
の
だ
ろ
う
か
。
飼
い
主
に
頼
り
切
っ

て
主
人
の
部
屋
の
扉
の
前
で
、
命
つ
き

て
い
た
と
い
う
犬
の
話
も
聞
く
。
▼
か

つ
て
は
、
犬
も
猫
も
自
分
で
死
期
を
悟

り
、
こ
っ
そ
り
姿
を
消
し
て
死
に
場
所

を
探
し
、
誰
に
も
死
の
姿
を
さ
ら
す
こ

と
な
く
死
ん
で
い
っ
た
と
聞
く
。
介
護

が
ペ
ッ
ト
に
と
っ
て
幸
せ
な
の
か
ど
う

か
分
か
ら
な
い
。
▼
一
方
、
人
間
の
世

界
で
は
、
無
縁
社
会
と
い
う
言
葉
が
生

ま
れ
孤
独
死
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

（
文
責
　
中
川
）

学校・家庭・地域の連携 
第２の扉第２の扉

あなたのお子さんは大丈夫？あなたのお子さんは大丈夫？
身につけよう基礎基本

個性尊重というけれど、個性と癖は違います。本来個性とは、しっかりとした

基礎基本の上に豊かに育まれるものです。伝統芸能の世界に「守・破・離」とい

う言葉があるように、入門期において正しい「形」というものをしっかりと身に

つける事が大切とされています。それは、スポーツや学習においても同じです。そこには理に適った「形」

が存在します。というわけで、今回は鉛筆の持ち方に注目してみました。

正しい「形」を身につけた子は、姿勢も良くなり、疲れにくく、学習への集中

力も増します。

パソコンのキーボードやタッチ画面が普及した現代においても、学習の基本は

「書くこと」です。できるだけ小さいうちに正しい「形」を身につけたいもので

す。一度身につけた正しい「形」は一生の財産になります。

近頃の子どもたちの鉛筆の持ち方は実に多彩、高学年になると
なかなか矯正はむずかしい。子どもだけでなく親の世代にもこ
のような持ち方は見られる。

入門期の筆記具は、
鉛筆がベスト！

①折れにくいので適度な角度を
維持できる。
②止めはねはらいを表現しやす
い適度な太さの芯である。
③集中力を妨げる装飾や機能が
少ない。



11 広報あんど　Heart Full Information

第１の扉第１の扉

平成23年

7月号

雨で少し延期になってしまった遠足でしたが、中央公園

では、遊具やたくさんのシロツメグサが園児を待ってくれ

ていました。草むらから

はカエルもひょっこり現

れました。たくさん集め

たシロツメグサは園にも

持ち帰って花飾りをつく

って遊びました。

シロツメグサいっぱい・・・　安 保育園　春の遠足　５月13日

激しい雨の中での出発となり天候が危ぶまれましたが、現地では時々

太陽も顔をのぞかせるまでに回復しました。生徒たちは沖縄戦の遺構で

平和を学び、亜熱帯の美しい海

でシュノーケリングを体験しま

した。また、２日目の民泊では、

郷土料理作りやサトウキビの収

穫、三線（さんしん）の演奏や

地元市場での買い物など、それ

ぞれの家庭に息づく郷土文化に

触れることができました。

歴史、文化、自然、そして人とのふれあいで学ぶ旅
安 中学校修学旅行　沖縄５月11日～13日

小学校の修学旅行では、毎年６年生が被爆地ヒロシマを

訪れています。爆心地に近い平和記念公園を散策し、資料

館を見学したり被爆体験を聞いたりして平和について考え

ました。また、宿泊

地の大久野島では、

瀬戸内の美しい自然

に触れたり、戦争の

遺構を訪ねたりしま

した。友だちとの宿

泊も思い出です。

平和や自然の大切さを学ぶ旅
安 小学校修学旅行　広島・大久野島　５月20～21日
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●　お知らせ ●

な
た
ね
の
油
し
ぼ
り
体
験

館
内
の
除
虫
く
ん
蒸
実
施
の
た
め
、

臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

期
間

７
月
11
日（
月
）〜
15
日（
金
）ま
で

〜
昔
の
く
ら
し
実
演
体
験
会
〜

昔
の
暮
ら
し
の
中
で
、
照
明
や
食
用

と
し
て
用
い
ら
れ
た
菜
種
…
。

晩
秋
よ
り
栽
培
し
、
収
穫
さ
れ
た
菜

種
の
油
を
し
ぼ
る
実
演
や
、
菜
種
油
に

つ
い
て
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
　
時
　
７
月
３
日
（
日
）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

参
加
費

入
館
料
＋
材
料
費（
２
０
０
円
）

指
　
導

奈
良
ネ
イ
チ
ャ
ー
ネ
ッ
ト

谷
口
　
暁
　
氏

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

ハ ス の 花

7777月月月月 のののの 花花花花

募
集
人
数

10
名
（
申
込
み
順
）

申
込
み
　
窓
口
・
電
話
に
て
事
前
申
込

み
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
秋
に
植
え
た
い
草
が
、
収
穫

の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

灯
芯
の
原
料
で
あ
る
い
草
の
刈
り
取

り
や
、
乾
燥
の
作
業
が
見
学
で
き
ま
す
。

希
望
に
よ
り
体
験
も
で
き
ま
す
。

日
　
時
　
７
月
７
日（
木
）
午
前
９
時
〜

参
加
費

入
館
料

申
込
み

不
要
。（
体
験
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

※
体
験
希
望
者
は
、
作
業
し
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
天
候
等
の
事
情
に
よ
り
、
日
程
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

こ
の
時
期
に
実
る
ユ
ウ
ガ
オ
の
実
を
、

専
用
の
道
具
を
使
っ
て
削
い
で
作
り
ま

す
。
切
れ
ず
に
長
く
む
け
る
か
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
７
月
17
日（
日
）
午
前
９
時
〜

参
加
費

入
館
料
＋
材
料
費（
２
０
０
円
）

募
集
人
数

10
名
（
申
込
み
順
）

申
込
み
　
窓
口
・
電
話
に
て
事
前
申
込

み
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

当
町
で
育
ま
れ
た
、
灯
芯
づ
く
り
の

技
術
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
当
日
は

熟
練
者
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
体
験

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

同
時
に
わ
ら
ぞ
う
り
も
開
催
い
た
し

ま
す
。

日
　
時
　
７
月
31
日
（
日
）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

参
加
費

入
館
料

募
集
人
数

各
10
名
（
申
込
み
順
）

申
込
み
　
窓
口
・
電
話
に
て
事
前
申
込

み
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ぞ
う
り
作
り
参
加
者
は
、
は
さ
み
持
参

の
上
、
ズ
ボ
ン
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
・
場
所
・
申
込
み

安

町
歴
史
民
俗
資
料
館

（
大
字
東
安

１
３
２
２
）

1
57
―
５
０
９
０
FAX
57
―
８
８
９
５

と
う

し
ん

灯
芯
ひ
き
･
体
験
会

わ
ら
ぞ
う
り
作
り

い
草
刈
り
見
学
会

か
ん
ぴ
ょ
う
作
り
体
験

なたねの油しぼり風景
い草の乾燥風景

かんぴょう作り風景

灯芯ひき
風景

ぞうり作り
風景
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●　スポーツ ●

【
日
程
】

【
場
所
】

安

小
学
校
プ
ー
ル

【
講
師
】

大
和
郡
山
市
水
泳
協
会

【
募
集
定
員
】

町
内
在
住
の
小
学
生
　
50
名

①
25
ｍ
泳
げ
な
い
児
童

②
25
ｍ
な
ん
と
か
泳
げ
る
児
童

【
参
加
費
】

１，

５
０
０
円

（
保
険
代
含
む
）

【
注
意
事
項
】

募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
①
の

泳
げ
な
い
児
童
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
残
り
を
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

正
し
い
歩
き
方
、
姿
勢
、
呼
吸
法
を

覚
え
て
健
康
な
身
体
を
作
り
、
若
返
り

ま
し
ょ
う
。
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
日
程
】

【
場
所
】

安

中
央
公
園
体
育
館

【
講
師
】

健
康
運
動
指
導
士

加
藤
聖
治
　
先
生

【
募
集
定
員
】

町
内
在
住
・
在
勤
の
方
　
15
名

【
参
加
費
】

２，

０
０
０
円

（
保
険
代
含
む
）

【
持
ち
物
】

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ

オ
ル
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

※
参
加
費
は
、
決
定
通
知
の
ハ
ガ
キ
に

記
載
さ
れ
て
い
る
期
日
ま
で
に
中
央

公
園
体
育
館
の
窓
口
へ
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
な
お
、
納
入
さ
れ
た
参
加
費

は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
全
国

大
会
等
に
出
場
さ
れ
る
個
人
又
は
団
体

に
対
し
、
奨
励
金
を
交
付
す
る
制
度
で

す
。

○
交
付
対
象
大
会

・
国
民
体
育
大
会

・
奈
良
県
民
体
育
大
会

・
日
本
体
育
協
会
加
盟
団
体
が
主
催
す

�
�
�夏休
み
小
学
生
水
泳
教
室

�
�
�ス
リ
ム
ア
ッ
プ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

�
�
�スポー
ツ
大
会
出
場
奨
励
金

◎
申
し
込
み
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
（
一
人
に
つ
き
１
枚
）
と

印
鑑
（
水
泳
教
室
の
み
）
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
中
央
公
園
体
育
館
の
窓
口
で

所
定
の
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
期
間

７
月
１
日（
金
）〜
７
月
10
日（
日
）

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
受
付
期
間

午
前
9
時
〜
午
後
6
時

〈
火
曜
日
の
休
館
日
は
除
く
〉

※
電
話
に
よ
る
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

◎
申
し
込
み
場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

1
58
―
４
０
１
１

◎
注
意
事
項

※
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選

に
な
り
ま
す
の
で
、
教
室
を
受
講
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
開
催
可
能
人
数
に
達
し
な
い
場
合
は
、

教
室
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

全６日
午前９時～11時30分
①　７月28日（木）
②　７月29日（金）
③　７月30日（土）
④　７月31日（日）
⑤　８月１日（月）
⑥　８月２日（火）
予備日　８月３日（水）
予備日　８月４日（木）

全６回　　金曜日

午前10時～12時

月 日

８ 12・26
９ ９・30

10 ７・21

※９月30日のみ
午後１時30分～３時30分
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●　お知らせ ●

る
奈
良
県
大
会
及
び
近
畿
大
会
並
び

に
全
国
大
会

○
交
付
対
象
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
…
安

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

団
体
…
安

町
社
会
体
育
登
録
ク
ラ
ブ

に
登
録
さ
れ
て
い
る
団
体

・
国
民
体
育
大
会
に
あ
っ
て
は
、
国
民

体
育
大
会
奈
良
県
選
手
団
名
簿
に
記

載
さ
れ
い
る
個
人
又
は
団
体

・
奈
良
県
民
体
育
大
会
に
あ
っ
て
は
、

生
駒
郡
民
体
育
大
会
を
経
て
出
場
す

る
個
人

・
日
本
体
育
協
会
加
盟
団
体
が
主
催
す

る
奈
良
県
大
会
及
び
近
畿
大
会
に
あ

っ
て
は
、
地
区
予
選
を
経
て
出
場
す

る
個
人
又
は
団
体

・
日
本
体
育
協
会
加
盟
団
体
が
主
催
す

る
全
国
大
会
に
あ
っ
て
は
、
奈
良
県

代
表
と
し
て
出
場
す
る
個
人
又
は
団

体
※
日
本
中
学
体
育
連
盟
、
全
国
高
等
学

校
体
育
連
盟
等
の
主
催
す
る
全
国
体

会
に
出
場
さ
れ
る
方
は
、
交
付
対
象

か
ら
除
外
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
安

中
央
公
園

体
育
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

安

中
央
公
園
体
育
館

1
58
―
４
０
１
１

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
の
実
施
は
未
定
で
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
体
調

の
よ
い
と
き
に
早
め
に
接
種
し
ま
し

ょ
う
！

接
種
方
法
・
接
種
医
療
機
関
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
、
健
康
福
祉
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

安

町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康

福
祉
課

1
57
―
１
５
９
１
FAX
57
―
１
５
９
２

左
記
に
該
当
す
る
方
に
は
、
４
月
に

案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

２
期
（
保
育
園
、
幼
稚
園
の
年
長
に

該
当
す
る
年
齢
の
方
）

３
期
（
中
学
校
１
年
生
に
該
当
す
る

年
齢
の
方
）

４
期
（
高
校
３
年
生
に
該
当
す
る
年

齢
の
方
）

該
当
す
る
方
で
、
届
い
て
い
な
い
方
、

転
入
さ
れ
た
方
で
未
接
種
の
方
は
健
康

福
祉
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

1
57
―
１
５
９
１
FAX
57
―
１
５
９
２

体
調
の
良
い
と
き
に

早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
！

大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た

方
は
、
所
得
税
の
軽
減
・
免
除
が
受
け

ら
れ
、
税
務
署
で
手
続
き
を
行
う
こ
と

で
所
得
税
が
還
付
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
源
泉
所
得
税
の
徴

収
猶
予
や
還
付
、
廃
車
と
な
っ
た
自
動

車
の
自
動
車
重
量
税
の
還
付
な
ど
の
特

例
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り

の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

ま
た
、
地
方
税
に
つ
い
て
も
、
住
民

税
、
固
定
資
産
税
、
自
動
車
税
等
の
特

例
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
住
ま

い
の
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
接
種
す

る
次
の
３
種
類
の
接
種
費
用
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

接
種
希
望
者
は
、
必
ず
事
前
に
母
子

健
康
手
帳
を
持
っ
て
、
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
内
健
康
福
祉
課
で
予
診
票
の
交
付

平
成
23
年
度
子
宮
頸
が
ん
予
防
・

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
助
成
に
つ
い
て

麻
し
ん
・
風
し
ん
の

予
防
接
種
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

（
税
務
関
係
の
お
知
ら
せ
）

健
康
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品

ワクチン名 対　象　者 接種回数 助成上限額

中学1年生から

子宮頸がん 高校1年生に相 3回 15,939円

当する年齢

ヒ　　　ブ
（インフルエンザ菌ｂ型） 2か月以上

１回目を接種 08,852円

5歳未満
した月齢によ

小児用肺炎球菌 り異なります。 11,267円



15 広報あんど　Heart Full Information

●　健　　康 ●

み ん な で 健 康h e a l t hh e a l t h み ん な で 健 康

広報あんど6月号に、“すこやか安堵21”健康づくり計画の概要を掲載しました。
今月号から、分野別にこれまでの主な取組、今後の取組について、シリーズで掲載します。

～パート１
栄養・食生活編～すこやか安堵21（計画）中間評価報告すこやか安堵21（計画）中間評価報告

～からだと心の栄養になる、 
　　バランスの良い食事をとろう～ 

栄養・食生活 栄養・食生活 栄養・食生活 

＊薄味定着をさらに推進します。
・食生活改善推進員とともに、具体的な減塩調理の方法や、調理以外の減塩の工夫をあらゆる
機会に伝えていきます。

＊野菜の摂取量１日350g以上を目指し、健康教育を実施します。
・「早寝早起き朝ごはん」運動をすすめるとともに朝ごはんに野菜を加えることでバランスの
良い朝食をとる人を増やしていきます。

親子食育教室参加者募集中！！
（16ページをご覧下さい。）

“今までの主な取組内容”と“現状”

薄味にしている人を増やそう！

毎週日曜
9時から
開催中。

（中学校南側）

薄味および減塩の工夫をしている人の割合 

薄味にしている人（各種健（検）診時） 
減塩を工夫している1歳・3歳児のいる家庭（幼児健診時） 

82.7％ 

54.0％ 

平成15年度 平成22年度 

81.6％ 
70.0％ 

朝ごはんを食べる人を増やそう！

食べる　94％ 

食べない　6％ 

朝ごはんを食べる人の割合 

＊食生活改善推進員から、だしのとり方、

減塩みそ汁について伝達。

＊親への減塩の意識付けなど。

１歳・３歳児のいる家庭では減塩の

工夫をしている家庭が増えました。

90％以上の人が朝ごはんを食べています。
今後は朝食に野菜を食べることで一歩進んだ朝食

の取り方を進める必要があります。
（＊奈良県の野菜摂取量は、一人一日301ｇ。

基準値の350ｇ以上までもう少し。）

その結果・・・h

“今後の取組内容”
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●　健　　康 ●

☆7月は心とからだの健康づくり推進月間です。

健康 カ レ ン ダ ーこ ど も
事　業　名 日　　時 対　　象 持　ち　も　の 内　容　等

母子健康手帳
アンケート用紙
バスタオル

母子健康手帳

母子健康手帳
アンケート用紙
バスタオル

母子健康手帳
アンケート用紙
歯ブラシ・コップ・
タオル・お茶

10 か　月　児
健　康　診　査

7月19日（火）
午後１時50分～
２時５分受付

満９・10か月児

身体計測、栄養・育児
相談、絵本との出会い

赤ちゃんと小学生のふ
れあい体験

７　か　月　児
健　康　相　談

7月12日（火）
午前９時30分～
45分受付

満６・７か月児

身体計測、内科診察、
栄養・育児相談

４　か　月　児
健　康　診　査

7月19日（火）
午後１時15分～
１時30分受付

満３・４か月児

実際に見て味わって
みましょう

離乳食ミニ講座

7か月児健康相
談終了後に開催
（午前10時45分
くらいから）

乳児とその保護者

歯科診察・相談・フ
ッ素塗布
保護者で希望する方に
歯周疾患健診（200円）

歯科診察・相談・フ
ッ素塗布

２歳児親子歯科
健　康　診　査

8月5日（金）
午後１時10分～
受付
※時間を区切り指定します。

平成21年５月13日～
８月５日生まれの児

３ 歳 児 歯 科
健　康　診　査

8月5日（金）
午後２時10分～
受付
※時間を区切り指定します。

平成20年５月13日～
８月５日生まれの児

※対象者には通知します。 ※場所はいずれも福祉保健センター

み
ん
な
で
つ
く
っ
て
、
食
べ
よ
う
！

ク
イ
ズ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
、
楽
し
い
こ
と
間
違
い
な

し
！

日
時：

７
月
28
日
（
木
）

午
前
９
時
集
合

午
後
２
時
終
了
予
定

場
所：

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者：

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

持
ち
物：

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き

ん
・
筆
記
用
具
・
お
茶
・
手
ふ
き
タ

オ
ル
・
う
わ
ば
き
・
歯
ブ
ラ
シ

料
金：

親
子
で
３
０
０
円
（
子
ど
も
一

人
増
え
る
ご
と
に
１
５
０
円
）

申
し
込
み：

７
月
21
日
（
木
）
ま
で

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課

1
57
―
１
５
９
１
FAX
57
―
１
５
９
２

親

子

食

育

教

室

親

子

食

育

教

室

食生活改善推進員
の食育教室
参加者募集！
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●　健　　康 ●

事　業　名 日　時 対　象 持ちもの 内　容　等

健　康　相　談
（福祉保健センターロビー）

7月5日（火）
10時～11時30分

毎 月 20 日 の
個別健康相談

7月20日（水）・8月19日（金）
いずれも２日前までに要予約
時間は予約時に相談の上決定

健康ファイル
または
健康手帳

尿検査希望の
方は、朝起き
てすぐの尿を
お持ちくださ
い。

町住民

健康相談、血圧・体組成
（体脂肪率・基礎代謝量・
筋肉量・内臓脂肪レベルな
ど）・腹囲測定、尿検査、
尿中塩分濃度測定（１日の
摂取塩分量がわかります。
料金２回分で100円）、開眼
片足立ち
＊８月８日（月）は、管理
栄養士による栄養相談があ
ります。

8月5日（金）
午前９時～10時30分受付

健　康　相　談
（役場ロビー）

8月8日（月）
午前９時～午後４時
８月５日（金）までに要予約
時間は予約時に相談の上決定

健　診　後　の
健　康　相　談

●健康相談

●検（健）診
事　業　名 日　時 対　象 持ちもの 内　容　等

お と な

☆場所は福祉保健センター （役場ロビーでの健康相談は除く）
☆対象年齢は平成24年３月31日現在です。
☆生活保護受給者は検診料無料。料金徴収時にお申し出ください。
☆各種検診は年間予約制です。予約者には通知しています。予約がまだで受診希望の方、変更・キャンセルされる方
はご連絡ください。
☆必要以外の貴重品はお持ちにならないでください。検診時、貴重品は自己管理をお願いします。
☆検診事業向上のため検診結果の集計結果等を国や県に報告します。個人名等の情報提供や目的外使用はありません。
ご理解の程よろしくお願いします。
問い合わせ 福祉保健センター内健康福祉課（157－1591 ＦＡＸ57－1592）

☆
５
月
12
日
「
モ
ク
モ
ク
フ
ァ
ー
ム
」

に
て
、
パ
ン
作
り
研
修
を
し
ま
し

た
。
獲
れ
た
て
イ
チ
ゴ
を
使
っ
た

イ
チ
ゴ
ク
リ
ー
ム
パ
ン
を
作
り
ま

し
た
。
会
員
一
同
出
来
栄
え
に
満

足
！
た
い
へ
ん
美
味
し
く
で
き
ま

し
た
。
小
学
２
年
生
の
パ
ン
作
り

教
室
に
こ
の
研
修
を
生
か
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

☆
５
月
24
日
、
会
員
研
修
調
理
実
習

に
１
名
の
体
験
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
会
員
と
共
に
楽
し
く
研
修
さ

れ
ま
し
た
。

☆
次
回
調
理
実
習
は
、
８
月
26
日

（
金
）、
テ
ー
マ
は
「
野
菜
た
っ
ぷ

り
メ
ニ
ュ
ー
」
で
す
。
み
な
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

食

推

だ

よ

り

食

推

だ

よ

り

歯　周　疾　患
健　康　診　査

8月5日（金）
午後２時50分～３時受付
２日前までに要予約

健康ファイル
または健康手
帳、歯ブラシ、
コップ、タオル
料金200円

40歳
以上
住民

歯科診察
歯科相談

乳がん検診（視
触診・マンモグ
ラフィ併用検診）

7月14日（木）7月15日（金）
午前８時50分～９時20分
９時50分～10時20分
10時50分～11時20分

午後１時20分～１時50分
２時20分～２時50分
３時20分～３時50分

記入済の受
診票・料金
1500円・
バスタオル

40歳
以上
女性

検診前に自己検診方法等の
講話があります。
受診間隔：２年に１回
妊娠中・授乳中の方、ペースメ
ーカー装着者、乳房形成術を受
けている方、乳房や胸郭の形成
により撮影不能な方は受けられ
ません。
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●
広
報
安

第
４
６
４
号
　
２
０
１
１
年
７
月
１
日
発
行
　
●
発
行
・
編
集
／
安

町
役
場
・
総
合
政
策
課
　
■
〒
６
３
９-

１
０
９
５
　
奈
良
県
生
駒
郡
安

町
東
安

９
５
８
番
地
　
1
０
７
４
３-

５
７-

１
５
１
１
　
■
印
刷
／
橋
本
印
刷
株
式
会
社

町のうごき（6月１日現在） ■人口　7,848人（前月比27人減）男3,769人　女4,079人　■世帯数　3,302世帯（前月比２世帯減）

広報「あんど」は再生紙を使用しています。

7月2日（土）
8月6日（土）

「小さい子の時間」（2・3歳～）
午後2時～2時20分

「大きい子の時間」（5歳～）
午後2時30分～3時
◎おはなし・絵本・紙芝居
◎場所：図書室

ママらっこ
¡７月８日（金）
「子どもの急病時の

対処法を知ろう」
安 町日赤奉仕団の協力に
より実施。
参加費：100円

¡８月はお休みです。

午前10時20分開始
福祉保健センター３階
対象：入学までの親子

工作クラブ

7月27日（水）
（第4水曜日）
午後4時～5時

◎場所：福祉保健センター
２階会議室

◎道具はこちらで用意
いたします。
◎無料です。
お気軽に！

絵本のひろば
子どもが泣いても、おしゃ
べりしても大丈夫。
絵本の読み聞かせ、手遊び
は11時から

7 月 1日（金）
8月 5日（金）
午前11時～12時
（入退出自由）

福祉保健センター3階
7月1日は2階会議室3です。
共催　ベビママサロン

絵本のひろばBe
び

－輪
わ

「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて１１
テンイチ

（毎月11日は人権を

確かめあう日）という意味です。

安 町人権・同和問題啓発活動推進本部 毎月11日は人権を確かめあう日です

日 月 火 水 木 金 土 

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

図
書
カ
レ
ン
ダ
ー
●
は
利
用
日

安 町福祉保健センター図書室

福祉保健センター２階

157-1590 FAX57-1592

［利用時間］午前10時～午後５時

本の窓
7

月

雑誌をリサイクルします

●７月第１土曜日から保管期限が過
ぎた雑誌のリサイクルを始めます。
●11月まで、４種ずつ毎月第１土曜
日より、カウンターの上に並べます
ので、ご自由にお持ち帰りください。
予約・取り置きは承っておりませ
ん。

1 2 3 4

8月4日（木） 
午後2時～3時 

福祉保健センター視聴覚室 

対象：小学生以上 
　　　先着30名様 
申込：8月3日（水）まで 


